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【緒言】近年，高速応答性に優れたシンチレータに対する需要が高まっている．中でも，有機シ

ンチレータは，有力な候補の一つであるが，軽元素で構成されていることから，高エネルギー光

子に対する検出効率の低さに難点をもつ．これを克服するため，我々は，溶質としての有機 EL 用

蛍光体の採用を案出した．本研究では，液体シンチレータへの応用を企図して，同蛍光体のシン

チレーションを調べた． 

【実験方法】試薬として，市販のトリス（8-キノリ

ノラト）アルミニウム，およびビス［2-（2-ベンゾ

オキサゾリル）フェノラト］亜鉛（Ⅱ）（それぞれ

試料 A, B とする）を用いた．試料 A, B の構造式

を図 1 に示す．これらをタブレット型に成型した

ものにつき，励起/蛍光スペクトルおよび X 線励起

ラジオルミネセンス（XRL）スペクトルを測定し

た． 

【結果と考察】図 2 に試料 A, B の励起/蛍光スペ

クトルを示す．試料 A, B それぞれについて，蛍光

波長を 520 nm, 475 nm，励起波長を 435 nm, 450 nm

とした．試料 A, B それぞれについて，励起スペク

トルでは 450 nm と 430 に，蛍光スペクトルでは

520 nm と 475 nm に，ピークが見られた．図 3 に

試料 A, B の XRL スペクトルを示す．試料 A, B そ

れぞれについて，520 nm と 480 nm 付近にピーク

が見られた．これらは，蛍光スペクトル中に見ら

れたピーク波長に符合するものと考えられる．こ

れにより，光励起時と同一の励起状態からのシン

チレーションが得られたものと推察される． 

 

 

 

 

 

図 1. 試料の構造式 

 

 

 

 

 

 

図 2. 試料 A, B の 

励起/蛍光スペクトル 

 

 

 

 

 

 

図 3. 試料 A, B の XRL スペクトル 
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